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島根原子力発電所における「低レベル放射性廃棄物のモルタル充填に用いる 
添加水流量計の不適切な取り扱い」に関する立入調査結果 

（第２回） 
 

平成２７年９月１０日 

島根県防災部原子力安全対策課 

松江市防災安全部原子力安全対策課 
 

Ⅰ 調査日時及び場所 

 １．日時 平成２７年８月６日（木）９時００分～１５時００分 

 ２．場所 中国電力㈱島根原子力発電所 

 

Ⅱ 調査内容 

  平成２７年６月３０日に中国電力(株)から発表のあった事案「島根原子力 
 発電所 低レベル放射性廃棄物のモルタル充填に用いる添加水流量計の不適 
 切な取り扱い」（以下「不適切事案」という）が保安規定違反（監視）と判 
 定されたこと、及び中国電力が行っている当該事案に係る調査状況について 
 の確認を行った。調査項目は下記５項目のとおり。 

  １．保安規定違反（監視）の内容 

  ２．調査体制、外部第３者の関与状況 

  ３．統合型保全システム（ＥＡＭ）の運用状況 

  ４．不適切事案に係る調査手順 

  ５．調査の進捗状況 

 

Ⅲ 調査結果 

 １．保安規定違反（監視）の内容 

   平成２７年８月５日に原子力規制庁が本事案を保安規定違反（監視）と 
  判定した内容について説明を受けた。確認結果の概要は次のとおり。 

確認結果の概要 

○ ６月２６日に中国電力(株)から原子力規制庁への不適切事案に係る
報告を行って以降、島根原子力発電所では保安検査官による保安調
査（事実関係の確認、現場確認 等）が日々行われ、保安規定各条文
の違反有無の確認を受けている。 

○ 保安調査結果に基づき、本事案は保安規定第３条（品質保証計画  
７．５．１ 業務の管理）の遵守が十分で無かったと判断され、８月
５日に違反（監視）と判定された。 

○ 今回の違反（監視）は６月３０日時点で公表した事案に対しての判
定であり、今後の調査を通して新たな事案が見つかった場合には追
加で判断が下される可能性が有るとの説明を受けた。 
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 ２．調査体制、外部第３者の関与状況 

    平成２７年７月９日に中国電力(株)が発表した本事案に係る調査体制、  
   および調査の検証を行う外部第三者の人選・調査への関与状況等について 
   説明を受けた。確認結果の概要は次のとおり。 

確認結果の概要 

○ 本事案に係る対応のため６月２６日に緊急対策本部を設置して１５
０人規模の調査体制を構築し、「調査・分析班」、「監査班」、「
再発防止対策班」の各班に分かれて調査している。 

○ ８月５日時点で調査・分析班による調査は外部第三者による指摘を
踏まえた追加調査も含めて終了している。また、原因分析、再発防
止対策についても並行して検討しており、最終的な調査結果は外部
第三者の検証が全て完了した後に報告される予定。 

○ 第三者として企業コンプライアンス・リスク管理の専門家１名、弁
護士２名を選出している。また、第三者のうち弁護士１名は平成２
２年の点検不備問題にも係わっており、当時の経緯や調査内容を把
握している。 

○ 第三者は各班の調査方法・結果に係る調査・検証、提言を行うと共
に、本事案関係者からの直接聞き取り調査を行っている。 

○ 調査・分析班にて実施する調査活動のうち、項目e.（発電所で実施
する保安活動のうち外部に係る業務の確認）は第三者（コンプライ
アンス・リスク管理専門家）からの指摘を踏まえて追加している。 

       

 ３．統合型保全システム（ＥＡＭ）の運用状況 

  不適切事案が発覚した機器の点検計画はＥＡＭ点検計画表の備考欄で  
 管理されていたことを踏まえ、ＥＡＭの概要、管理方法、承認プロセスに 
 ついて説明を受けると共に、ＥＡＭ点検計画表の備考欄利用・管理状況の 
 確認を行った。確認結果の概要は次のとおり。 

確認結果の概要 

○ ＥＡＭの実機操作画面を閲覧しながらシステムの概要、点検実績の管
理方法、および点検実績の登録・承認プロセスについて確認した。 

○ ＥＡＭで管理されている機器は５段階の承認プロセスを経て点検実績
が登録される上、システムの健全性については社内監査で十分に確認
されていることから、ＥＡＭ管理機器に関しては本事案と同様の不正
行為は困難と判断し、調査対象から除外していることを確認した。 

○ 点検周期１３ヶ月未満の機器は現状ＥＡＭの管理対象外となってお
り、備考欄記載（参照図書等）で点検計画を把握できるようにしてい
る。但し、システム上で直接点検周期・実績や管理方法を確認できる
状態にはなっていなかったことから、今回機器の校正漏れを検知でき
なかった一因と考えられる。 
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 ４．不適切事案に係る調査手順 

   各調査項目の手順書内容について説明を受け、本事案に係る全体の調査 
  手順を確認した。確認結果の概要は次のとおり。 

確認結果の概要 

○ 調査項目a.： 
平成２４年４月（モルタル固化体製造計画作成）～平成２７年６月
（日本原燃(株)監査で不適切な取り扱いが発覚）までの期間におけ
る当該担当者の業務実施状況について、書類と当該担当者・業務関
係者のインタビューによって調査している。 

○ 調査項目b.： 
不適切事案が発覚した機器と同様にＥＡＭ点検計画表の備考欄の
記載によって点検周期を個別に定めている機器、およびＥＡＭ点検
計画表へ移行できなかった点検内容を含む機器を抽出し、各機器の
点検計画・点検実績の管理状況を調査している。 

○ 調査項目c.： 
  当該担当者によって実施されていた点検業務（不適切事案が発覚し 
  た機器を含む）と法令等に基づき作成した記録の適切性を調査して 
  いる。（当該担当者が実施した業務範囲は全て抽出） 

○ 調査項目d.： 
  充填固化体製作に係る機器の製作期間中における点検実績を調査 
  し、記録に不適切な取り扱いが無いか、および搬出済充填固化体の 
  健全性に問題は無いかを調査している。 

○ 調査項目e.（第三者からの指摘を踏まえて追加）： 
  法令等に基づく対外的な業務に関する記録（約400件）を抽出   
し、記録に不適切な取り扱いが無いか調査している（調査中）。 
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 ５．調査の進捗状況 

中国電力が実施した調査項目のうち、第三者検証済の調査項目 a.～d.に 
  係る調査資料・調査結果を抜き取りで直接確認した。確認結果の概要は次 
  のとおり。 

確認結果の概要 

○ 調査項目 a． 

事実確認実績（時系列資料）に基づき、添加水流量計を含む固型化
設備、監査等に関する関係資料の収集状況、当該担当者や関係者へ
の聞き取り状況等を確認した。 

今回の不適切事案に係る原因分析、再発防止策策定等の体制、進め
方を確認するとともに、現在の検討状況等を確認した。 

○ 調査項目ｂ． 

ＥＡＭ点検計画表の備考欄による管理機器（備考欄により管理され
ている４１機器のうち添加水流量計、モルタル流量計を除く、３９
機器）について、点検計画表や工事報告書等に基づき、点検周期が
適切に管理され、点検不備が無いことを確認した。 

ＥＡＭ点検計画表へ移行できなかった点検内容を含む管理機器につ
いて、点検計画表や工事報告書等に基づき、点検周期が適切に管理
され、点検不備が無いことを抜き取りにて確認した。 

○ 調査項目ｃ． 

当該担当者によって実施されていた点検業務（不適切事案が発覚し 
た機器を含む）と法令等に基づき作成した記録について、抜き取り
にて確認し、今回の不適切事案と同様の不適切な取り扱いは無いこ
とを確認した。 

○ 調査項目ｄ． 

充填固化体製作に関係する各設備（固型化設備、溶融処理設備、重
量計、低レベル放射性廃棄物検査装置）について、島根原子力発電
所から搬出済である充填固化体の製作時期（平成１４年３月以降）
の点検記録を抜き取りにて確認し、点検不備は無く、今回の不適切
事案と同様の不適切な取り扱いは無いことを確認した。 

       ※確認結果の詳細については別紙１「個別調査項目の確認結果」参照 
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別紙１ 

 

個別調査項目の確認結果 

 

１．「a.本事案に関する事実確認」に係る調査結果 

●確認資料 

 ＊要領類 

  ア．島根原子力発電所 モルタル固化装置流量計校正記録の不適切な取り扱 
    いに係る原因分析手順書 
  イ．島根原子力発電所 モルタル固化装置流量計校正記録の不適切な取り扱 
    いに係る再発防止（業務プロセス）検討手順書 
  ウ．島根原子力発電所 モルタル固化装置流量計校正記録の不適切な取り扱 
    いに係る再発防止（安全文化）検討手順書 
  エ．島根原子力発電所 モルタル固化装置流量計校正記録の不適切な取り扱 
    いに関する監査手順書 
 ＊記録類等 

  ① 事実確認実績（時系列資料） 

  ② 直接原因分析マニュアル（電力中央研究所 研究報告 YO5101(H18.5)）  
 

●確認内容 

 ・事実確認実績（時系列資料）に基づき、添加水流量計を含む固型化設備、監査等に

関する関係資料の収集状況、当該担当者や関係者への聞き取り状況等を確認した。 
 ・上記ア～エの各手順書に基づき、原因分析、再発防止策策定等の体制、進め方等を

確認するとともに、現在の検討状況等を確認した。 

 

 
２．「b.点検計画表の備考欄に記載する機器の点検実績の確認」に係る調査結果 

（１）［確認１］ＥＡＭ点検計画表の備考欄による管理機器（備考欄により管理されて

いる４１機器のうち添加水流量計、モルタル流量計を除く、３９機器） 

●確認対象機器及び確認結果 

①１号機Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－残留熱除去ポンプ、ＨＰＣＩポンプ駆動用蒸気タービン、

ＨＰＣＩポンプ（主ポンプ）、ＨＰＣＩポンプ（昇圧ポンプ） 

 残留熱除去ポンプⅠ（Ａ、Ｃ）系統、Ⅱ（Ｂ、Ｄ）系統および高圧注水系ポン

プについては運転中の定期事業者検査を行うが、Ｈ２２年の点検不備で運転停止

したまま定期検査時期に入ったため、検査ができなかった。中国電力(株)は定期

事業者検査時期変更承認申請書により、原子力安全・保安院（現原子力規制委員

会）へその旨説明し、承認を得ていることを文書にて確認した。 
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②１号機Ａ、Ｂ－炉心スプレイポンプ 

  確認書類「１，２号機 定期事業者検査「非常用炉心冷却系ポンプ健全性確

認検査（運転中定期事業者検査）」の点検計画表の策定について」を確認し、

添付書類の「１号機 点検計画表【Ｓ１－Ⅲ－９３ 非常用炉心冷却系ポンプ

健全性確認検査（運転中定期事業者検査）」及び当該の「定期事業者検査成績

書」において点検頻度が管理され、点検が実施されていることを確認した。 

（点検実施頻度は６ヶ月に一回（６Ｍ）。運転が開始された日、又は施設定期

検査が終了した日から次回の施設定期検査を開始するまでの６ヶ月を超えない

時期毎と定められている） 

（参考：１号機Ａ、Ｂ－炉心スプレイポンプは抜き取りにて点検状況を確認） 

   機能・性能検査記録を確認し、「流量（㎥／ｈ）、揚程（ｍ）、振動、異音、

異臭、漏えい」の項目により試験を行い合格していることを確認した。 

・炉心スプレイポンプⅠ（Ａ）系統 Ｈ２２．９．６ 

   ・炉心スプレイポンプⅡ（Ｂ）系統 Ｈ２２．９．１７ 

③１号機運転監視用計算機 

   運転監視用計算機のカード（電子基板）の点検頻度をメーカとの協議の上、

３グループにわけて第 31 回定期検査までの点検計画をたて、第 24 回定期検査

から 29 回定期検査の間にグループ毎に点検を行っていることを点検実績によ

り確認した。 

④プロパンガスボンベ圧力、プロパン減圧後圧力 

確認書類「１号機定例点検作業基準書」の「焼却設備プロパンガス供給設備

点検 定例点検作業基準」において点検頻度が管理され、点検が実施されてい

ることを確認した。 

⑤雨量計、日射・放射収支計、風向・風速計（超音波式） 

本点検は気象業務法に基づき検定が実施されるものであり、確認書類「気象

観測器の届出及び検定時期一覧」において、検定年月日と次回検定期限が管理

されていることを確認した。 

⑥１号機 Ｒ／Ｂ天井クレーン、Ｒ／Ｂ大物搬入口天井クレーン、ＣＵＷフィルタ

ー用テルハ、ＣＲＤ運搬用ホイスト 

   確認書類「原子炉クレーン使用実績・予定表（原子炉補機分）」により、法

令上定められた月一回の点検頻度を管理し、点検が実施されていることを確認

した。また、通常使用しないクレーンについては休止運用とし、法令上、点検

は実施しなくて良い運用となっていることを確認した。（ただし，使用前には

点検が必要）なお、クレーン等安全規則に基づくクレーンの年次点検（年 1回

若しくは年 2回）についてはＥＡＭで管理していることを確認した。 

⑦２号機Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－残留熱除去ポンプ、１号機Ａ、Ｂ－炉心スプレイポンプ、

ＨＰＣＩポンプ駆動用蒸気タービン、ＨＰＣＩポンプ（主ポンプ）、ＨＰＣＩポ
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ンプ（昇圧ポンプ） 

  確認書類「１，２号機 定期事業者検査「非常用炉心冷却系ポンプ 健全性

確認検査（運転中定期事業者検査）」の点検計画表の策定について」を確認し、

添付書類の「２号機 点検計画表【Ｓ２－Ⅲ－８６ 非常用炉心冷却系ポンプ

健全性確認検査（運転中定期事業者検査）」及び当該の「定期事業者検査成績

書」において点検頻度が管理され、点検が実施されていることを確認した。 

（点検実施頻度は６ヶ月に一回（６Ｍ）。運転が開始された日、又は施設定期

検査が終了した日から次回の施設定期検査を開始するまでの６ヶ月を超えない

時期毎と定められている） 

⑧Ａ、Ｂ、Ｃ－復水ポンプ（コッタカップリング） 

   確認書類「第１１回～第１３回 定期点検工事 復水給水設備ポンプ点検 

工事報告書」を確認し、コッタカップリングの点検が実施されていることを確

認した（第 11 回はＢ－復水ポンプ、第 12 回はＣ－復水ポンプ、第 13 回はＡ

－復水ポンプ）。なお、コッタカップリングは復水ポンプの部品の一部であり、

復水ポンプは３施設定期検査毎に 1回点検するが、コッタカップリングは６施

設定期検査毎に分解点検することとしている。このコッタカップリングに係る

点検は、前回工事報告書を見て発注する際に工事仕様書に反映することとして

いる。 

⑨Ａ、Ｂ－タービン駆動原子炉給水ポンプ 

   確認書類「島根 2号機 第１１回、第１２回定期点検工事 復水給水設備点

検 工事報告書」を確認し、インペラ取り外し点検を含む、分解点検を行って

いることを確認した（第１１回はＡ－タービン駆動原子炉給水ポンプ、第１２

回はＢ－タービン駆動原子炉給水ポンプ）。なお、タービン駆動原子炉給水ポ

ンプは、２施設定期検査ごとに 1回定検するが、インペラは６施設定期検査ご

とに分解点検をすることとしている。このインペラに係る点検は、前回工事報

告書を見て発注する際に工事仕様書に反映することとしている。 

 

（インペラの取り外しは６施設定期検査毎に 1回） 

⑩２号機 Ｒ／Ｂ主天井クレーン、Ａ、Ｃ－ＲＨＲポンプ用テルハ（北側・南側）、

Ｂ－ＲＨＲポンプ用テルハ（２台共吊り用）、ＬＰＣＳポンプ用テルハ、Ｒ／Ｂ

補助天井クレーン、ＨＰＣＳポンプ用テルハ（南）、ＦＰＣ・ＣＵＷろ過脱塩器

用テルハ、Ｒ／Ｂ大物搬入口吊上用橋型クレーン、Ｒ／Ｂ大物搬入口天井クレー

ン 

   確認書類「原子炉クレーン使用実績・予定表（原子炉補機分）」により、法

令上定められた月一回の点検頻度を管理し、点検が実施されていることを確認

した。また、通常使用しないクレーンについては休止運用とし、法令上、点検

は実施しなくて良い運用となっていることを確認した。（ただし，使用前には
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点検が必要）なお、クレーン等安全規則に基づくクレーンの年次点検（年 1回

若しくは年 2回）についてはＥＡＭで管理していることを確認した。 

（抜き取りにて点検状況を確認） 

Ｎｏ．３２「2号機 Ｒ／Ｂ主天井クレーン月例検査表」 

（２０１４年）１１／４、１１／２９、１２／２６、（２０１５年）１／２４、

２／２７、３／２５ 

 

（２）［確認２］ＥＡＭ点検計画表へ移行できなかった点検内容を含む管理機器 

●確認対象機器及び確認内容 

 ・ＥＡＭに移行できなかった点検周期管理機器の管理状態について点検周期、発注、

実績管理の状況を抜き取りにて確認した。 

① 圧力スイッチ、可燃性ガス検知器、モルタル混練機レベル計、モルタル充填レベル

計 
 点検周期が「１号機定例点検作業基準書」にて定められており、前年度末に発注

計画をたて、点検実施月の把握を行っている旨を確認した。点検実績について、毎

月の点検実績が「定例点検記録」として報告されている旨を確認した。 
  

②  １号機Ａ、Ｂ－原子炉浄化循環ポンプ用電動機、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－残留熱除去ポ

ンプ用電動機、Ａ、Ｂ－炉心スプレイポンプ用電動機の振動測定 
 点検周期を「振動診断機器情報管理シート」で定めていることを確認した。 
 点検時期の把握は「日常保守点検手入工事（原子力関連設備）工事仕様書」にて、

年度末時点で次年度の点検時期を把握し発注していること、詳細な予定は点検実施

月の前月の段階で作成していることを確認した。 
 点検実績は「保全計画に基づく振動測定実績管理表」にて点検実施翌月に報告さ

れている旨を確認した。 
 

③ １号機Ａ、Ｂ、Ｃ－復水ポンプ用電動機、Ａ、Ｂ、Ｃ－復水昇圧ポンプ用電動機、

Ａ、Ｂ、Ｃ－原子炉給水ポンプ用電動機の振動測定 
 点検周期を「振動診断機器情報管理シート」で定めていることを確認した。 
 点検時期の把握は「日常保守点検手入工事（タービン設備関係）工事仕様書」に

て、年度末時点で次年度の点検時期を把握し発注していること、詳細な予定は点検

実施月の前月の段階で作成していることを確認した。 
 点検実績は「日常保守点検手入工事予定・実績表」にて点検実施翌月に報告され

る旨を確認した。 
 現在、プラント停止中であり、当該機器の振動測定ができない状況であることを

聞き取りした。点検未実施に関して除外規定があり手順書に則って管理されている

旨の説明を受けた。 
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④ １号機Ａ、Ｂ－原子炉再循環ポンプＭＧ発電機、Ａ、Ｂ－原子炉再循環ポンプＭＧ

電動機の振動測定 
 点検周期を「振動診断機器情報管理シート」で定めていることを確認した。 
 点検時期の把握は「日常保守点検手入工事（原子力関連設備）工事仕様書」にて、

年度末時点で次年度の点検時期を把握し発注していること、詳細な予定は点検実施

月の前月の段階で作成していることを確認した。 
 点検実績は「保全計画に基づく振動測定実績管理表」にて点検実施翌月に報告さ

れる旨を聞き取りした。 
 現在、プラント停止中であり、当該機器の振動測定ができない状況であることを

聞き取りした。点検未実施に関して除外規定があり手順書に則って管理されている

ことを確認した。 
 

⑤ １号機Ａ、Ｂ、Ｃ－循環水ポンプ用電動機の振動測定 
 点検周期を「振動診断機器情報管理シート」で定めている旨を聞き取りした。 
 点検時期の把握は「日常保守点検手入工事（タービン設備関係）工事仕様書」に

て、年度末時点で次年度の点検時期を把握し発注していること、詳細な予定は点検

実施月の前月の段階で作成していることを確認した。 
 点検実績は「日常保守点検手入工事予定・実績表」にて点検実施翌月に報告され

ることを確認した。 
  

⑥ ＰＩ（圧力指示計）、ＰＳ（圧力スイッチ） 
 点検周期について、「消防法に基づく点検管理手順書」の「定期点検記録表」で

定められていることを確認した。（平成２３年から。平成２２年までは「石油等設

備定期点検記録」により実施していた。） 
 当該点検は中国電力株式会社が直営で行っており、発注されているものではな

く、点検周期の把握は当該手順書に従い実施している旨を聞き取りした。 
 点検実績は、定期点検記録表により実施していることを確認した。 
 

⑦ ＡＥ（検出器）、ＡＩ（指示計）、 
 ＡＥ，ＡＩの点検周期について、「１号機定例点検作業基準書」により定められ

ていることを確認した。消耗品取り換えについて、消耗品とはフィルタエレメント

であり、現場での汚れの状況等により交換もしくは掃除を実施している旨の説明を

受けた。前年度末に発注計画をたて、点検実施月の把握を行っている旨を確認した。

点検実績について、毎月の点検実績が「定例点検記録」として報告されている旨を

確認した。 
 

⑧ ＬＩＳ（レベル指示計兼スイッチ）、ＬＳ（レベルスイッチ） 
  ＬＩＳ、ＬＳについては、平成２３年１２月に撤去されている旨の説明を受けた。 

なお、撤去されるまでは「消防法に基づく点検管理手順書」の「定期点検記録表」

で定められていたことを確認した。 
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⑨ Ｒ－ＡＶ（逃し弁） 

 点検周期について、「ボイラー減圧弁点検の考え方について」により６か月に１

回と定められているが、他の同型の弁は 2 年に 1 回の点検周期として定めてあり、

本来の点検周期は２年に１回であったが手順書上の誤記があったとの説明を受け

た。 
 点検実績として２年に１回点検を実施していたことを確認した。 
 今回の一連の調査で発見した誤記等については、今後、不適合として処理する旨

の回答を得た。 
  

⑩ １号機、２号機のポンプ、排風機類※などの振動測定が必要な機器についても同様

に、点検周期を「振動診断機器情報管理シート」で定めており、点検時期の把握は

「日常保守点検手入工事 工事仕様書」にて、年度末時点で次年度の点検時期を把

握し、発注している旨の説明を受けた。 
 点検実績は「保全計画に基づく振動測定実績管理表」もしくは「日常保守点検手

入工事予定・実績表」にて点検実施翌月に報告される旨の説明を受けた。 

※【１号機】 
Ａ、Ｂ－原子炉冷却材浄化循環ポンプ、原子炉隔離時冷却水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－残留熱除去ポンプ、
Ａ、Ｂ－炉心スプレイポンプ、高圧注水ポンプ、高圧注水昇圧ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－原子炉補機冷却水
ポンプ、Ａ、Ｂ－制御棒駆動水圧ポンプ、Ａ、Ｂ－液体ポイズン注入ポンプ、Ａ、Ｂ－可変速流体継手、Ａ、
Ｂ－燃料プール冷却水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－復水輸送ポンプ、Ａ、Ｂ－廃液サンプルポンプ、Ａ、Ｂ－廃液
中和ポンプ、Ａ、Ｂ－濃縮器供給ポンプ、床ドレンフィルタ循環ポンプ、廃液コレクタポンプ、床ドレンコ
レクタポンプ、廃液コレクタ及び床ドレンコレクタ共通ポンプ、Ａ、Ｂ－床ドレンサンプルポンプ、Ａ/Ｂ-
非常用ガス処理系排風機、Ａ、Ｂ－原子炉建物送風機、Ａ、Ｂ－原子炉建物排風機、Ａ，Ｂ－タービン建物
送風機、Ａ，Ｂ－タービン建物排風機、廃棄物処理建物送風機、Ａ/Ｂ－廃棄物処理建物排風機、Ａ/Ｂ－給
水ポンプ、Ａ、Ｂ－重油供給ポンプ、缶水循環ポンプ、押込通風機、プール水循環ポンプ、サイトバンカ建
物送風機、Ａ/Ｂ－サイトバンカ建物排風機、Ａ、Ｂ－グランド蒸気排風機、Ａ、Ｂ、Ｃ－復水ポンプ、Ａ、
Ｂ、Ｃ－復水昇圧ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－原子炉給水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－循環水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－
原子炉補機海水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－タービン補機海水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－タービン補機冷却水ポンプ 
【２号機】 
Ａ、Ｂ－原子炉浄化循環ポンプ、原子炉隔離時冷却ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－残留熱除去ポンプ、低圧炉心スプ
レイポンプ、高圧炉心スプレイポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－原子炉補機冷却系ポンプ、Ａ、Ｂ－ポンプ（制御
棒駆動系）、Ａ、Ｂ－ポンプ（液体ポイズン系）、Ａ、Ｂ－流体継手、Ａ、Ｂ－補助油ポンプ、Ａ、Ｂ－燃
料プール冷却ポンプ、Ａ、Ｂ－計装用空気圧縮機、Ａ、Ｂ－所内用空気圧縮機、Ａ、Ｂ、Ｃ－ポンプ（復水
輸送ポンプ）、Ａ、Ｂ－ポンプ（ＲＨＲ封水ポンプ）、油清浄機ベントファン、タービン油ろ過ポンプ、Ａ、
Ｂ－ベーパーエキストラクタ、Ａ、Ｂ－ＲＦＰ－Ｔ主油ポンプ、Ａ、Ｂ－ＲＦＰ－Ｔガス抽出器、Ａ、Ｂ－
グランド蒸気排風機、Ａ、Ｂ、Ｃ－復水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－復水昇圧ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－復水昇圧ポン
プ補助油ポンプ、Ａ、Ｂ－電動機駆動原子炉給水ポンプ補助油ポンプ、Ａ、Ｂ－タービン駆動原子炉給水ポ
ンプ、Ａ、Ｂ－原子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービン、Ａ、Ｂ、Ｃ－循環水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ－原子
炉補機海水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－タービン補機海水ポンプ、Ａ、Ｂ、Ｃ－タービン補機冷却水ポンプ、Ａ、
Ｂ－制御油ポンプ 

 

（３）ＥＡＭ点検計画表の備考欄の利用方法について（参考確認） 

   ＥＡＭ点検計画表の備考欄がどのように利用されているかについて、参考までに

確認を実施した。備考欄の記載内容の多くがＥＡＭデータ整備時に使用した定期事

業者検査番号情報、設備情報（休止情報含む）、関係法令等の点検周期に関係のな

い内容について、備忘録的な利用が為されていることを確認した。 
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３．「c.担当者が実施した点検に係る業務の確認」に係る調査結果 

●確認資料 

 ＊報告書類 

  Ⅰ．S0H24 雑固体廃棄物処理設備計器点検工事 工事報告書 
   （機器番号：TE59-2102A） 

  Ⅱ．S0H22 野外モニタリングポスト除却工事 工事報告書 
   （機器番号：E/S99-01C-01） 

  Ⅲ．Ｎｏ．１モニタリングポストＵＰＳ点検（機器番号：UPS99-01） 
  Ⅳ．モニタリングポストＵＰＳバッテリー取替（機器番号：UPS99-03） 
 ＊帳票類（発注伝票・請求票等） 

  ア．S0H24 雑固体廃棄物処理設備計器点検工事 

  イ． 共用設備 S0H22 野外モニタリングポスト除却工事 

  ウ．モニタリングポスト用ＵＰＳ取替 

 ＊記録類 

  ① 平成２５年度 定例点検記録（２／２）１０月～３月 
  ② 廃棄物処理計画書・実績書（平成２５年） 保修部【計装】 
  ③ 廃棄物処理計画書・実績書（平成２６年） 保修部【計装】 
  ④ SH025 雑固体廃棄物処理設備自動倉庫関係制御盤機器修理工事  
  ⑤ S1H22 点検計画・実績不整合対応工事（緊急工事）（日立分） 

  ⑥ S0H24 Ｎｏ.３モニタリングポストダストよう素モニタ高圧電源修理工事 

  ⑦ 予兆監視システム開発業務（平成２３年度分）（２／２） 

  ⑧ 放射性固体廃棄物管理手順書（貯蔵タンクおよび固体廃棄物貯蔵所） 

    固型化設備の管理 

    ・点検期間（平成 25 年 11 月 14 日～平成 26 年 1 月 30 日） 

    ・点検期間（平成 26 年 1 月 17 日～平成 26 年 7 月 14 日） 

    ・点検期間（平成 26 年 5 月 14 日～平成 26 年 10 月 21 日） 

    ・点検期間（平成 26 年 10 月 6 日～平成 27 年 3 月 11 日） 

 

●確認内容 

 ・今回校正記録の不適切な取り扱いが発覚した機器の担当者（以下当該担当者という） 
  が実施した他業務の点検記録（原本）を抜き取り確認し、同様の不適切な取り扱い 
  （日付・査印コピー貼り付け、記録ねつ造 等）は無いことを確認した。 
                                  【①～⑧】 
 ・当該担当者が直接ＥＡＭ点検計画に実績入力を行い承認された機器について，工事

報告書，請求票等を抜取り確認し、点検実績データとの明らかな不整合は無いこと

を確認した。また，抜取り確認した工事報告書について，同様の不適切な取り扱い

（日付・査印コピー貼り付け，記録ねつ造等）は無いことを確認した。【Ⅰ～Ⅱ】 
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 ・当該担当者が担当した点検工事報告書を抜き取り確認し、査印者・査印日付と点検 
  記録に明らかな不整合は無いことを確認した。            【Ⅰ～Ⅱ】 
 ・不適切な取り扱いがあった点検記録については、今回の調査においても不適切事案 
  と正しく判定されていたことを確認した。（当該担当者の業務範囲に係る調査手順 
  に問題は無かった）                         【⑧】 
 ・中国電力直営で行っている工事については発注記録が無いが作業記録票を根拠に 
  してＥＡＭ承認を行っており、当該担当者が実施した業務に係る発注伝票（原 
  本）、作業票（原本）、ＥＡＭ承認実績をもとに調査していることを確認 
  した。                            【Ⅲ，Ⅳ，ウ】 
 ・複数の冊子に分かれている工事報告書等は、１冊目の表紙に上覧印を押す運用とし 
  ていることを確認した。                       【⑦】 

 ・協力会社が原本管理している社外点検記録については、当該記録のコピーを点検 
  工事報告書に添付しているとの説明を受けた。            【口頭】 
 ・不適切な取り扱いがあった記録は保修部（計装）課長が保修部（原子炉）課長に 
  提出するものであり、表紙に課長の確認印を押していた。（根拠として記録添付） 
   根拠として添付する記録についてはコピー使用しており、今回の調査ではコピーを 
  原本と照合し、根拠書類が存在しない記録は不適切と判定していることを確認し 
  た。                                【⑧】 
 ・不適切な取り扱いがあった記録（様式４:手順書に基づく保管書類）について、書 

  面体裁上は、担当者が勝手に作成したものではなく、点検責任者の保修部（計装） 

  課長が作成したことになっていることを確認した。            【⑧】 

 ・発注記録、点検記録（工事報告書）のうちに「検収日」と「点検記録の提出日」の

日付が１ヶ月程度前後しているものがあったが、当時（平成２４年時点）は現場で

の作業確認と請負者から提出される工事完了届兼請求書をもって検収をしており、

現在は点検記録（工事報告書）の提出後に検収を行うよう改めたとの説明を受けた。                            

                                   【口頭】 
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４．「d.過去に搬出した充填固化体に係る確認」に係る調査結果 

●確認資料 

 ＊中国電力調査結果 

  ・充填固化体製作に係る設備等の過去の点検記録調査一覧（設備主管課：原子炉） 

  ・充填固化体製作に係る設備等の過去の点検記録調査一覧（設備主管課：計装） 

  ・充填固化体製作に係る設備等の過去の点検記録調査一覧（設備主管課：放射線 
   管理） 
 ＊要領類 

  ア．「充填固化体の標準的な製作方法」 
 ＊記録類 

  ① 充填固化体製作に係る設備・機器の点検記録（下表参照：抜き取り確認） 

設備 点検記録項目・名称 計器番号 

固
型
化
設
備 

供
給
機 

動的投入誤差（プレミックスセメント） ― 

動的投入誤差 

（添加水流量） 
添加水流量計 

Ａ FE/FX-59-3010A 

Ｂ FE/FX-59-3010B 

温度誤差 

（添加水温度） 
添加水温度計 

TE59-3009～ 

Nr/F/TR59-3003 

連
続
混
練
機 

一般的性能 

回転速度 
１段部 ― 

２段部 ― 

回転部摩耗 １段部 ― 

駆動部振動 
１段部 ― 

２段部 ― 

注
入
機 

充填速度 ― 

充填誤差 

（充填流量） 
モルタル流量計 

本設 FE/FX59-3011 

予備 予備 

溶融処理 

設備 
温度計の校正 放射温度計 

Ａ～Ｆ、 

予備 

TE59-2102A～F，

予備 

重量計 重量計の校正 キャニスタ W159-2412 

LLW 

検査装置 

表面汚染密度検査装置 ― 

線量当量率検査装置 ― 

放射能検査装置 ― 

  ② 固型化設備のうち注入機のＰロート試験記録（抜き取り確認） 
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●確認内容 

 ・固化体製作に係る各設備の点検記録原本を抜き取りにて確認し、今回発覚した事案 
  と同様の不適切な記録の取り扱い（日付・査印コピーの貼り付け、点検記録のねつ 
  造 等）は無いことを確認した。                    【①】 
 ・充填固化体製作に係る機器の点検周期・技術基準は法令では定められていないが、 
  電力事業者間で協議・決定した標準的な製作方法を根拠として点検周期、良否判定 
  基準を定めているとの説明を受けた。               【ア、口頭】 

 ・過去の記録では定期検査との兼ね合いで定められた点検周期を超過するケースが 
  見られたが、超過期間中は設備運用を停止しており、運用開始前に点検している 
  ことを今回の調査で照合確認していた。      【照合作業エビデンス、口頭】 
 ・モルタル電磁流量計の校正記録に不適切な取り扱いがあった期間（校正未実施の 
  期間）、校正が正しく行われていた期間それぞれのＰロート試験結果を確認。双方 
  の試験結果に有意な差は見られなかった。                【②】 
・記録の原紙は協力会社が保管しており、協力会社から提出されたものを所属長まで

上覧し、本書として管理しているとの説明を受けた。 
【点検工事報告書、口頭】 

 ・校正記録の原本は課長まで上覧した後、担当者が専用のファイルへ綴じ、所定のキ

ャビネットで保管しており、保管状況については、図書管理を委託している委託員

により１回／年定期的に確認しているとの説明を受けた。  
【電磁流量計の校正記録、口頭】 

 ・新たに校正を行い、校正記録（点検記録・エビデンス一式）が追加された場合には、

設備主管課が保有している校正記録原本を閉じ纏めたファイルに記録 
  を追加し、記録追加した日付を担当者が記入する運用にしているとの説明を受け 
  た。                     【電磁流量計の校正記録、口頭】 


